
【報告】  福祉環境委員会 

（保健福祉局） 
令和元年６月 26 日 

敬老優待乗車制度・福祉乗車制度のあり方検討に関する有識者会議の設置について 

１ 兵庫県バス協会からの要望（令和元年６月 12 日） 

兵庫県バス協会から、敬老優待乗車制度・福祉乗車制度に対して改善要望あり。 

（主な内容） 

・ＩＣカード化により把握できる当該制度の利用実績と、本市が各バス事業者に

配分する負担金に大きな乖離が生じたままとなっている。 

・負担金にかかる要望を行っているが改善が見られず、対象者が増加しているこ

とから乖離も大きくなっている。 

・今後も利用者の増加が見込まれる中、バス事業者がこの乖離を補うことは事業

運営上非常に重い負担となる。 

・本市による満額補填を前提とし、かつ長期的に維持し得る制度設計がなければ、

当該制度への参画を今後見合わせざるを得ない。 

・敬老優待乗車制度・福祉乗車制度ともに抜本的な制度見直しと、利用実績に見

合った負担金の支払いを要望する。 

２ 本市の対応方針 

今回の要望を受け、現行の敬老優待乗車制度・福祉乗車制度の課題や今後の見直し

の方向性について、「有識者会議」を設置して専門的な見地から意見を聴取し、長期

的に維持し得るための制度のあり方について検討していく。 

３ 委員（案） 

財政、交通施策、社会学、福祉などの分野における学識経験者等 

４ 設置時期 

令和元年７月（予定） 

資料２ 
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＜参考＞ 

○ 制度概要

両制度共通 

目的：対象者の社会参加の促進と移動支援 

対象交通機関：鉄道・・市営地下鉄、ポートライナー・六甲ライナー 

バス・・市バス、神戸交通振興バス（シティ・ループ線除く）、 

神姫バス・神姫ゾーンバス、山陽バス、神鉄バス、阪神バス、

阪急バス 

（高速バスは対象外） 

敬老優待乗車制度 

対象：市内在住の満 70歳以上の方（平成 29 年度交付枚数：236,845 枚） 

内容：鉄道は小児料金、バスは 110 円を上限とする小児料金で利用可能 

敬老無料乗車制度 

対象：市民税非課税世帯かつ本人の年収が 120 万円以下の方 

（平成 29年度引換者数：59,113 人） 

内容：対象交通機関を年間約３万円分利用できる無料乗車券を交付 

定期券割引購入制度 

 内容：高頻度利用者に対して定期券を半額で購入可能 

（平成 29年度購入者数：8,477 人） 

福祉乗車制度 

対象：障害者（身体・知的・精神）、母子世帯（所得制限有）、被爆・戦傷病者等 

 （平成 29年度交付枚数：106,040 枚） 

内容：対象交通機関を無料で利用可能 

○ 平成 29 年度決算額

・ 敬老優待乗車制度の神戸市負担金：約 35 億円 

・ 福祉乗車制度の神戸市負担金：約 16 億円  計 約 51 億円（補償率：73％） 
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